


須賀川市民交流センター tette

須賀川市役所
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街と人をつなぐ建築

断面構成コンセプト 全体アクソノメトリック

東日本大震災の復興事業として福島県須賀川市につくられた

複合施設である。震災によって甚大な被害を受けた街の中心

地に図書館などの生涯学習、子育て支援、ミュージアムなど

複数の機能をもつ活動の場をつくることで、失われた街の賑

わいと市民交流の再生を目指した。

歴史ある目抜き通りに面する敷地に、周囲の民家に配慮しな

がらスラブ（床）を細かく分け、少しずつセットバックしな

がら積層している。スラブをずらすことで外部には多くのテ

ラスが生まれ、人々が街に向かって活動する場となり、また

内部に生まれる吹き抜けはそれぞれのフロアを断面的、視覚

的に繋いでいる。施設のエントランスである1階は約2.5mあ

る敷地の高低差を結んだスロープ状の空間とし、坂の多い須

賀川の街が入り込んでくるような開放感のなか、待合いやカ

フェ、イベントスペースなどを設けた。上階も各フロアを緩

やかな階段やスロープで結んでおり、街を歩くように建物全

体を巡ることができる。

複合施設から融合施設へ

施設のメイン機能（図書館、公民館、子育て支援）を従来的な区分

から「まなぶ」「つくる」「あそぶ」などの動詞的、活動的な９つ

のテーマに分類し直した。イメージしやすく、分かりやすいテーマ

とすることで、多くの人が目的以外の知識や情報、人と出会い、交

流が生まれるきっかけをつくりだしている。さらにその9つのテーマ

に関連して施設全体に図書を配置することで、施設全体が図書館で

あり公民館であるような、情報と活動が融合する新しい公共空間を

目指した。 施設のメイン機能を
決定

利用者の活動を
動詞に分解 9つの動詞に集約

図書館

公民館

子育て支援施設

調べる・書く・学ぶ・読む

考える・知る・勉強する

食べる・話す・集まる

つくる・休む・活動する

遊ぶ・つくる・知る・育つ

書く・学ぶ・相談する・読む
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子育て支援センター
メインライブラリー
交流スペース
円谷英二ミュージアム
テラス N

配置図　S=1/6000
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各フロアを上に重ねる フロアをずらし
テラスや吹抜けを作る

敷地の高低差を取込み
各フロアをスロープで結ぶ

円谷英二、その人と歴史／
空想機械学と機械学／
空想生物と生物学／特撮と環境学・
寓話学・映像学・天文学めぐる人々

専門図書／文学研究／古典／郷土資料／
あきない／郷土福島／郷土須賀川／
郷土館内

趣味と芸術／運動／映画と映像／
特撮／楽譜・楽器・歌／情報

地球科学／生命／食と住まい／
福祉と家族／ものづくり／
趣味と芸術／日本と世界／
コミュニケーション

あそぶ

あかちゃん／ものがたり／
はぐくむ／育児

ラウンジ／日本と世界／自然と科学／
社会と仕事／創造とテクノロジー／
心と体／ティーンズ／物語と文学

受付・案内／イベント／
市民活動／カフェ／
チャレンジショップ

ことばとかず／しぜん／しゃかい／
れきしとじんぶつ／ものがたり／
しゅみとせいかつ／ものがたりとえほん

全体俯瞰。周囲の街並に配慮するように少しずつセットバックするヴォリューム。 東側外観。イベント時に多くの人で賑わう。
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